問いの⑩
　　宗教界から靖国神社の公式参拝に批判があ　　るのはどういうことか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、この問いを取り上げたねらい
　　国家と宗教の癒着は、信仰の空洞化をもたらすばかりでなく、政治の批判を許さぬ硬　直化を招き、逃げ場所のない思想弾圧体制をもたらす。特に靖国神社は戦死礼讃の宗教　故に、これを国家が利用することは、危険というより恐ろしいことである。信ずる宗教　の違いを越えて、これを阻止することは信仰をもつ者の使命であることを確認したい。
二、さまざまな意見    話し合いのヒント
　ア国のために死んだ人を、国が慰霊するのは当然ではないか。
　イ国家護持や公式参拝に反対するのは、戦死者を粗末にすることのように感ずる。
　ウ日本はもともと神国なのだから、神道儀礼で追悼されるのは自然であろう。
　エ戦死を名誉と讃えなかったら、国のために命を捨てて戦うものがいなくなる。
　オ宗教者は国家や政治のことに口を出すべきではない。
　・戦死者は国のために死んだのだから、他の死者とは違うはずである。
　・かつては真宗も認めて協力していたのに、今になって反対するのはおかしい。
　・神社だからいけないというのは宗派エゴではないか。
　・それぞれの宗教的信念からの意見は国家的なまとまりを失わせる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
三、話し合いを深めるために
　　念仏のこころで戦死者を追悼することは、靖国神社での慰霊とどこが違うのでしょう　　か。
〔参考〕
　○靖国神社とは
　　　明治二（一八六九）年、東京招魂社を創り、戊辰戦争における官軍戦没者を国事殉　　難者として祀る。同十二年、靖国神社と改称、別格官幣社に列す。主役が個々の戦死　　者から国家へと転化。戦争そのものを神聖化する機能をになう。「靖国で逢おう」「　　　靖国の英霊」を合言葉として戦争推進の精神支柱となった。まさしく、国のために死　　ぬ人間を養成するために、戦死を名誉と讃える施設として、国が作った神社であった　　のである。
　　　戦後、国家神道を、戦争を引き起こした元凶の一つと見なしたＧＨＱから「神道指　　令」が発せられ、国家神道は解体され、靖国神社は一宗教法人として再出発した。
　　　靖国神社は顕彰施設であって、追悼施設ではない。このことこそ靖国の本質的特徴　　である。「顕彰」とは功績などを世間に表彰して知らせることである。戦死者を悼む　　ことと、讃えることには本質的な違いがある。
　　　宗教法人としての靖国神社はその『靖国神社法』の中で、戦死を偉業と讃え、英霊　　として祀り、その霊を慰めることをうたっている。戦死を讃えるのであって戦争犠牲　　者として追悼するものではない。戦死讃美ということこそ靖国神社の本質である。
  ○「国家神道」    富国強兵のために国家が作った新興宗教
　　歯止めのない戦争への傾斜を促したものは「天皇」を神格化することで国家そのもの　まで神格化した「国家神道」であった。国家神道とは、神道は一宗教などではなく、国　民道徳であり、国家存立の基盤であるとして、すべての宗教を超えて国民である以上誰　もが信奉せねばならぬとした。天皇を神格化し、国家を神格化した。この教典が「教育　勅語」であり、「国体の本義」であった。
　　国家神道を受け入れ、国家の神格化を許したとき、日本の諸宗教は国家の過ちと暴力　から人々の心を護る力を失ったのである。「非国民」狩りから逃げ場所のない恐怖社会　ができあがった。「非国民」として追われたとき、駆け込める寺も逃げ込める教会もな　かったのである。
　　国家が宗教と結びつくことは、国家が結びついた宗教を権力化してモンスターにして　しまうだけではない。他の宗教を圧迫して、信仰を捨てるか、空洞化させるかしなけれ　ば生きてゆけない状況に追い込むことを意味する。これに抵抗するには殉教闘争しかな　くなるわけである。政教分離の原則によって、信教の自由を保証しなければならないと　いうことは、このためである。信教の自由とは、国家による関与介入からの自由という　ことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　○国家神道下の浄土真宗と諸宗教    日本的無信仰はこうして生まれた
　　法然・親鸞両聖人の時代以来、仏教界から排斥され続けてきた本願寺の後援者となっ　たのは朝廷であった。その歴史を引き継いだ西本願寺は薩摩・長州の門徒を擁する堅い　勤皇派でもあった。薩・長藩閥政府と呼ばれた維新国家のもと、国家神道による政教一　致体制が敷かれると、政教分離の原則を掲げて国家神道の脱宗教化を訴えるという形で　の抵抗が試みられたものの、忠君愛国・敬神崇祖・皇上奉戴の三条の教則を国民に浸透　させるという文教政策の推進役を担うこととなり、富国強兵・殖産興業の国策に従順に　従うこととなった。広如上人の遺訓を明如上人が開示するという形で流布された『御遺　訓の御書』には、「現世には皇国の忠良となり」「来世には西方の往生を遂げる」とい　う二本立て主義が説諭されている。以後、国策に忠実であることが宗門方針となり、戦　争政策に全面協力して、敗戦を迎えることとなる。
　　戦争政策の中で「国民精神総動員令」が発せられ、仏教各派は合同して「全日本仏教　会」を結成し、キリスト教各派もまたカトリック・プロテスタントを問わず合同して「　　日本キリスト教団」を結成して、ともに「大政翼賛会」の傘下にいちすることとなる。　敗戦以前に、日本の伝統諸宗教は、国家権力の戦争政策に敗北降伏したのである。
　　欧米各国に共通のこととして、二十世紀は宗教我国家の権力に屈した世紀であったと　いえる。戦後「世界宗教者平和会議」が発足したのは、宗教者共有の課題を、戦争に向　かおうとする国家をどう歯止めするかということに見いだしたからである。
　　日本において、生きるよりどころ、根本規範としての宗教を軽視し、無信仰を公言す　る人が大量に登場したのは、このような歴史経緯からであり、宗教に代わって国家が信　仰対象であった時代のなごりであると見られる。　　　　
　　十五年戦争の時代を門主として生きた大谷光照前門主は、一九八○（昭和五十五）年　「わたくしのように先の戦争を体験したものが、いつまでも門主の地位にあることはふ　さわしくないと考え」たと述べて、蓮如上人以来数百年ぶりに生前に門主の地位を退か　れた。後を継がれた現在の即如門主は、千鳥ケ淵募苑で全戦没者追悼法要を始められ、　法話の中で、明確な反省の意を繰り返し述べられた。その後、宗門の議会において先の　戦争に対する反省の決議が行われ、戦時中に出された門主の消息の失効が通達された。　　靖国神社国家護持や政府要人の公式参拝反対は我が宗門の重要方針となっている。
　○「国のために死んだひとを国が祀る」とは
　　日本語の「国」には、故郷と言う意味と、国家機構という意味と二つの意味がある。　「お国自慢」「国に帰る」という時の国は故郷という意味であって、統治組織としての　国家機構のことではない。「国のために死んだ」とは、「故郷を守ろうとして死んだ」　ということであって、「国家機構を守るために死んだ」ということではあるまい。　　　　また，「ために」には、「それを目的として」という意味と「それのせいで」という　二つの意味がある。「国家機構をまもることを目的に死んだ」人とはいえないかも知れ　ぬが「国家機構のせいで死んだ」とならいえるであろう。　　　　　　　　　　　　　　　方向を誤った「国家機構のせいで」「故郷を守るため」だと思わせられて，戦死した　人々を、今の国家機構が祭ろうとすることは、当然であろうか。国家の過ちを覆い隠し　再び戦争を準備することを受け入れさせる準備工作とはならないであろうか。
　○公式参拝は、国家護持、国家神道復活へのステップ。しかし、靖国神社そのものが、　これに反対を表明。
　　その理由　①靖国神社国家護持法案（既に廃案）によれば、神道伝統の宗教色をなく　　　　　　　　するという。名前は残るが、実質的には神社ではなくなってしまう。　　　　　　　　②政府の庇護をうけ、それに縛られていると、とんでもない政権が現れ、　　　　　　　　どんな目にあうかわからない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　                        『靖国神社をより良く知るために』一九九二年靖国神社発刊
　　　　　　　③『靖国』奉仕十四年の無念　あの総理大臣（中曾根）の（神道儀礼を無　　　　　　　　　視した）無礼な公式参拝は忘れられない　政治勢力との癒着を後任に　　　　　　　　　戒め私は職を離れた　　
　                        松永永芳靖国神社宮司（一九九二三月退職）の講演録
　○日本は神国であるということは既に鎌倉時代からいわれていたことであるが、その時　代は天皇が早々に退位して出家し法皇となることが常識であった時代でもある。もちろ　ん戦で死んだ者の追悼が全て仏式であったことはいうまでもない。天皇家は千数百年に　わたって仏に仕えてきた最も長い歴史を持つ仏教徒一族であった。それが、明治に入っ　て国家神道体制のもと、仏教から切り離され、信教の自由を奪われたのである。
　○追悼と慰霊の違い
　　「追悼」は、過去への反省と将来への責任観を含むものでなければならない。それが　「慰霊」との違いである。「慰霊」においては自分のこれからの生きかたが問われるこ　とはない。目は死者のみに向いているのであり。自分の責任が問われることはない。死　者を慰めることを通して、自らを許し、自らを慰めるのである。
　　そもそも、戦争についての反省は、自分たちを加害者と認めるところから始まる。そ　こから、過去のこととして水に流すのでなく、現在と未来に対する責任も見いだされる　のである。被害者でしかないとしたら、反省のしようがないのであって、不運を嘆き、　慰め合うより他はない。「慰霊」ということは、加害者としての日本を認めようとしな　い思想なのである。
　　『日本国憲法』前文の「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こることのないやう　にすることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する」　という言葉は、まさしく日本が行った大戦による全ての死没者への「追悼文」であると　いえよう。『日本国憲法』は「全戦没者追悼憲法』でもあったのである。しかし、これ　を再び「慰霊」「顕彰」の憲法と置き換えようする動きがある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　慰霊　・鎮魂（しずめる）      困惑と愁嘆    国家に使い捨てられた怒り
　　　　・慰霊（なぐさめる）    国家故の無意味な苦難    消えぬ遺族の怨み
　　　　・祭祀（まつる）        国のため・英霊と祭る    国を神格化してまつる
　　　　・人柱（人身御供）      国家利害（実は支配層の利害）のために民の命を消費
　　　　・水に流す              過去のこととして容認し加害者が誰であったかを不問
　　　　　　　　　　　　　　　　に付す。過去を置き去りにした日常と、経済優先の繁　　　　　　　　　　　　　　　　栄を謳歌
　　　　・今の責任を問わない。今を是認するための手続きとしての慰霊。
　　　　「日頃おき去りで、ほったらかしでごめんなさい。うらまないで下さい。災いや　　　　　害をもたらさないで下さい。忘れたわけではないのです。感謝しています」
　　　　※　国家による死者管理、追悼管理こそヤスクニの本質。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇追悼（おもいおこして、いたみ・かなしむ）　追善　供養　追弔　
　　　　・戦没者一人一人のこころに想いをはせ、そのいのちの意味をたずねる。
　　　　・過去への反省に立って、未来への責任を今、背負おうとする。　　　　　　　　　　　・日々の生きかたの全体をもって応えていこうとする。
　　　　・生死を離る「いのちのありのままを受け入れて（信楽）、そのいのちに安らぎ　　　　　あり（無三悪趣）、不滅のかがやきあり（悉皆金色）、みずからの使命にいの　　　　　ちを燃やす（必至滅度・還相回向）ようにさせたい」との如来の願いに立つ。　　　　・念仏して急ぎ仏になりて大慈大悲心をもって神通方便をもって度すべしと宗祖　　　　　がいわれたのは、捨てておけない現実の人々があったから。
　　　　・個々のいのちを見つめ、現実を直視して戦況勝敗を問わず
　〇国による新たな追悼・平和祈念のための施設に対して
　　追悼がそのまま平和祈念になるためには、その追悼の対象が、軍人軍属に限らず、日　本の行った戦争で命を失った全ての犠牲者・被害者でなければならない。中国・ロシア　アメリカの対日戦争犠牲者にとどまらず、アジア各国の犠牲者はもちろん、国内の反戦　思想家・危険思想家として刑死・獄死した人々の名誉を回復し追悼するものでなければ　ならない。日本の戦争によって生まれた国外の被害者をなおざりにし、過去の戦争反対　者を犯罪者扱いにしたまま、平和祈念ということがいえる道理はないからである。
　　しかし、このような意味での追悼や平和祈念が国政の中で語られたことはない。今、　懸案となっているのは、靖国神社の代替施設としての追悼施設に過ぎない。
　　過去の歴史に照らして考えれば、国家が特定の思想・信条・宗教観念を国民に押しつ　け、あるいは戦争讃美に利用する危険を避けるため，国家主催の追悼行事を行うことは　慎むべきである。ましてや、そのための国立施設は甚だ危険な存在である。
　　有事関連法案が提出されている一方で、「有事には信教自由の権利の一部制限もあり　うる」という福田官房長官の発言が飛び出すような現在の政治状況を考えるとき、「国　による新たな追悼・平和祈念のための施設」とは第二の靖国そのものであり、新たな「　　国事殉難者」が出るための受け皿作りであり、戦争の準備以外の何ものでもない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇千鳥が淵全戦没者追悼法要について
  ・日本武道館で、「戦没者の霊」を「慰霊」する「戦没者追悼式」が行われているのに　　対して、国家による儀礼（神道的・自国中心的）によって染められていないこと。
　・特定の政治団体、宗教団体に属することなく、国立であって、かつは国家によってそ　　こでの追悼のしかたを規制・管理されることがないこと。　　　　　　　　　　　　
　〇国家と戦没者追悼について
　　そもそも、国家というものが、「追悼」という極めて宗教的ならざるをえない行為を  なしてよいのか、その権限を有するのか、という問題が大きく横たわっていることに気 づかなければならない。国家が公式追悼式を行うかぎり、何らかの意味で国家による宗 教行為とならざるを得ず、政教分離の原則は根底的に破られるのであり、信教の自由は  侵されざるをえない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　  国家は墓地を提供し、礼拝施設を提供しえても、そこでの追悼行為は民間に開放すべ  きであって、一切の規制は許されず、まだ自らが追悼行事の主催者になってはならなか  ったのである。その意味でこそ、千鳥ケ淵墓苑がふさわしい追悼施設であったのだと　いわなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○宗教家の政治に対する態度について
　　政治のあり方に口をつぐんで無批判な態度を取る宗教者は、政府与党の支援者以外の　何者でもない結果を生むことは明らかである。その意味で彼は甚だ政治的な宗教者であ　るといわねばならない。政治と無関係に生きられる場所などどこにもないのであり。国　内に生きる以上は応分の責任を負っているのである。宗教者の宗教的信念から出たどの　ような発言や行動も、政治的観点から見れば、政治的意味を持っているのであり、逆に　どのような政治も、宗教的観点から見れば宗教的問題をはらんでいるわけである。宗教　者は政治にかかわる発言や行動をすべきでないという考え方は、大政翼賛体制下の宗教　観念そのものである。　　　　　　　　　　　　　　
問いの⑪　　　　　　　
　　浄土真宗は私に何を与え、現代に何をもた　　らそうとするのか。
一、この問いを取り上げたねらい
　　　長い伝統の中で習慣化・儀礼化した上に、明治以降、国家神道の下において、「こ　　の世は天皇に、あの世は仏にという二元論が定着したために、真宗の現世利益は見え　　にくいものとなった。そのことが、真宗門徒の新宗教への流出・若年層の真宗離れに　　つながっている。念仏に生きることの力強さを確認し、一人一人が念仏者としての使　　命を見い出したい。
二、さまざまな意見    話し合いのヒント
　ア仏法に熱心な人でも、災難に遭ったり、苦しんだりしている。
　イ念仏でお金が儲かるわけではないし、病気が治るわけでもない。
　ウ念仏の教えを信じてどんなご利益があるのか。精神修養というならわかるが。
　エ仏法の教えの通りにしていたら、世のなかの厳しい競争についてゆけなくなる。
　オ阿弥陀如来を信じたら、人間はどう変わるのか。
三、話し合いを深めるために
　　私たちが生きていく上で、最も大きな励ましや力づけとはどのようなものかを考えて　みましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔参考〕
　浄土真宗の利益とは
　一、無量寿経に学ぶ
　      「生死勤苦の本を抜く」「空しくすぐるひとぞなき」
　      「恵むに真実の利を以てす」「光顔巍々」たる仏果を得しめる
　      三悪道を離れ、金色身を得、美醜の離れ六神通を得て仏となる
　      「不可称不可説不可思議の功徳は行者の身にみてり」
　      仏教の利益は転迷開悟・出離生死
　二、親鸞聖人の教えに学ぶ    真宗の利益は、現生正定聚・往生成仏
　〇　『正信念仏偈』の中で最も多くの字数を費やしてあるのは信心に伴う現世の利益に　　ついて述べた一段。（能発一念喜愛心～是人名分陀利華）その主旨は、大いなる勇気　　づけと励ましが得られること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　〇『和讃』
　　　「信心よろこぶそのひとを　如来とひとしとときたまふ　大信心は仏性なり　仏性　　すなわち如来なり」『浄土和讃』諸経讃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『現世利益和讃』には、信心の行者は成仏確定の身ゆえ、天神地祇、観音勢至、十　　方諸仏、阿弥陀仏に護られると示す。
　　　「弥陀の本願信ずべし　本願信ずるひとはみな　摂取不捨の利益にて　無上覚をば　　さとるなり」『正像末和讃』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「如来の回向に帰入して　願作仏心をうるひとは　自力の回向をすてはてて　利益　　有情はきはもなし」同右　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「憶念の心はたえぬなり」「等正覚にいたるなり」「この度さとりをひらくべし」　　　「大般涅槃をさとるべし」「無上覚をさとるなり」「仏恩報ずるおもひあり」「不　　可称不可説不可思議の功徳は行者の身にみてり」「智慧念仏さづけしむ」「仏恩報ず　　る身とはなれ」「すなはちわが親友ぞと教主世尊はほめたまふ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇『ご消息集』を見れば、信心の人を、「釈迦如来はわが親しき友なりとよろこびまし　　ます」「真の仏弟子といへり」「正念に住する人」「金剛心をえたる人」「上上人と　　も、好人とも、妙好人とも最勝人とも希有人とも申すなり」「正定聚の位にさだまれ　　るなり」「弥勒仏とひとしき人」「等正覚の位」「補処の弥勒とおなじ位」「このた　　び無上覚にいたるべき」「心はすでに如来とひとし」「その心すでに浄土に居す」「　　　如来とひとし」「また願成就の文に十方恒沙の諸仏と仰せられて候ふは、信心の人と　　こころえて候。この人はすなはちこの世より如来とひとしとおぼえられ候ふ」「摂取　　不捨の利益にあづかるゆゑに不退の位に定まる」「諸仏とひとし」「補処の弥勒とお　　なじ」「阿弥陀経には、十方恒沙諸仏護念すとは申すことにて候へ。安楽浄土へ往生　　してのちは、まもりたまふと申すことにては候はず。娑婆世界に居たるほど護念すと　　は申すことなり」と示してある。
　　　自利利他円満の仏となること、仏となる身と定まることの利益に集約される。
　〇　菩薩道を歩む凡夫、勇気づけ励まし。
  　　現生十種の益    浄土の大菩提心に生きる者に与えられる徳    勇気づけ励まし、
　　　　　　　　　　　使命の発見
	　　（信心の人）

	
	①冥衆護持の益　天神地祇も敬伏し魔界外道も障礙することなし
②至徳具足の益　諸善も及ぶことなき
③転悪成善の益　罪悪も業報を感ずることあたはず
④諸仏護念の益　百重千重囲繞してよろこびまもり
⑤諸仏称讃の益　わが親友ぞと教主世尊はほめたまふ
⑥心光常護の益　弥陀の心光照護して・真実信心をまもる
⑦心多歓喜の益　初歓喜地（うべきことをかねてさきより
⑧知恩報徳の益　如来大悲の恩徳は・自信教人信
⑨常行大悲の益　世の中安穏なれ、仏法ひろまれ・誓願に入れ


	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	　⑩入正定聚の益
　　（必ず仏に
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　　①②③－おそれなき道。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④⑤⑥－認め、ほめ、護られる。
　　　　　　信心の行者は必ず仏になるべき者として、如来と等し、次いで弥勒の如し（　　　　　　等覚の位）と言い。東宮に譬える。白蓮華・妙好華と讃える。釈尊は親友と　　　　　　誉める。
　　⑦⑧⑨－勇気づけられ励まされ、使命を見出し、使命に生きる身に。
　　　　⑩－信心（浄土の大菩提心）の行者は仏の前生を生きるものとの位置づけを与え　　　　　　られる。それは十方衆生に向かって開かれた使命感が与えられることであり　　　　　　迷いと苦難を免れない凡夫でありながら、弥陀の本願をよりどころとして生　　　　　　きる智慧と勇気があたえられることでもある。
　三、親鸞聖人の生涯に学ぶ      苦闘の中の救いとしての現当二益
　　　①　自らは求めぬ縁で幼くして出家
　　　②　修行に悩んだ末、比叡山からの離脱    聖徳太子（観音）の導き
　　　③　本願の念仏に遇う    法然聖人との知遇
　　　④　流罪と念仏停止令    これなお師教の恩致なり
　　　⑤　弾圧の中で同行とともに    如来の大悲を仰ぎ、自信教人信に生きる
　○　現代とは
　　①『教書』によれば、人類がいまだかつて経験したことのない変動の時代　　　　　　　　イ　科学と技術の発達　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　産業の発展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　都市化による地域共同体の弱体化や大組織による人間管理の強化
　　　二　欲望の増大（自己中心的で他の人々に対する顧慮を欠く）
　　　ホ　新たな差別と不平等の増大（南北格差など）
　　　ヘ　人間の絶対視と争いや不安の助長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　生命と人格の尊厳性に対する感性の希薄化
　　　チ　近隣社会、親族社会、宗教組織による人間性擁護力の弱体化
　　　リ　人間性喪失の危機、人類存亡の危機
　　②　近年の研修会で話題になったこと
　　　・　産業構造の大変化（家業の消失、女性の就職、　村社会・家社会の崩壊）
　　　・　家と家族の崩壊（核家族から単独世帯へ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　生活規範の多様化乃至は喪失（個人自由選択の幅が広くなり過ちの機会増える　　　・　伝統的宗教基盤の崩壊（寺檀関係・葬儀・法要を支える社会基盤が崩壊）
　　　・　少子高齢化社会の到来（まだ生きている祖先、存在しない子孫）
　　　※　人間としてのバランスを保ってついていける限界を越えて変化が進行しつつあ　　　　　る。
　　②手段の飛躍的進歩が、人間そのものを手段化する傾向を生んでいる時代
　　　Ａ　情報化の時代（農業の始まり、工業化の始まり以来の大変革）
　　　Ｂ　資本による人間支配の時代（人が金を使う時代から、金が人を使い、金が金を　　　　　動かして人間を支配する時代へ）
　　　Ｃ　欲望化社会（利潤追求のために欲望を刺激して需要を起こさせる時代、人間が　　　　　家畜化していく社会）
　　　※　遺伝も、お金も、欲望も一種の情報として理解され、人間がロボット化しよう　　　　　としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　真宗の果たすべき役割
　　　①　人間性回復への方向と道筋を提示すること
　            究極の拠り所としての本願、罪悪生死の凡夫としての目覚め、喜びと慚愧
　　　　　　の生活、如来の大悲のもと人間相互の信頼を確立した御同朋御同行の生活、　　　　　　自分の殻に閉じこもらず、人々の苦しみに共感し積極的に社会にかかわって　　　　　　いく態度
　　　②　宗教の違いからくる集団エゴ克服の論理を提示すること
　            自らの信に基づきつつ、他の信仰者の存在を認め、共存し連帯する考え方
　            「たとい牛盗人とは呼ばるとも、仏法者後世者と見ゆるやうにふるまふべ
　　　　　　からず」という真宗の掟
　            「我に仏法あり」という護教者ぶるまいをしてはならない。
　　　③　新しい時代に相応した人間の絆の基盤を提示し、文化伝統継承の場を拓くこと
　            蓮如上人に学び、場（家庭・講）、教材（本尊・正信念仏偈勤行・御文）
　　　　　　　人（信心の行者）の再構築を図ること
　            連研の充実と法座の再生
問いの⑫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人権尊重とお念仏の精神はどうつながるの　でしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、この問いを取り上げたねらい
　　　人権尊重は世界の潮流である。時代社会の激動の中で、家族、隣人、宗教などの伝　　統的共同体は、人間のいのちとこころを守る保護膜としての力を失いつつある。今や　　社会的弱者の「人間としての尊厳」を守る最後の防波堤が「人権」であるからである　　。
　　　しかし、人権は近代ヨーロッパのキリスト教文化の中から生まれたものであり、国　　家と教会の権力の横暴に対抗して現れたという世俗的性格を持っている。人権という　　思想は日本の社会にも宗教界にもまだ十分浸透していないようである。
　　　真宗の伝統においては、信教の違いを越えて、人間相互の信頼と対話を尊重し、人　　と人とのつながりを確認する原理として、「王法・仁義」の尊重が言われてきた。今　　まさに、「王の法」から「人の正義＝人権」への意識転換が迫られているのである。　　　ここでは、念仏の精神の非宗教的表現という観点から、人権について語り合ってみ　　たい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
二、さまざまな意見    話し合いのヒント
　・人権は西洋のキリスト教的思想であって、日本の仏教思想とは合わない。
　・世界に通用する人道思想といえば人権思想しかない。植民地の解放も、南北格差の是　　正も人権思想あればこそのことである。
　・個人の尊重は、まとまりと秩序を壊す。人権の主張は、わがままを言うのと同じだ。　・社会には個人の従うべきルールがある。そして個人に保障すべき権利がある。個人は　　社会の規則にしたがい、社会の一員としての権利を有する。当然ではないか。人権を　　主張することをわがままだと言うのは、それこそ権力者指向のわがままだ。
　・女性の権利や子供の権利を言い出して、家がバラバラになり、社会がおかしくなった　　のではないか。
　・家庭も地域共同体も、産業の変化でバラバラになった。しわ寄せは老人・女性・子供　　の安らぎを直撃している。人権尊重はそのための特効薬である。
三、話し合いを深めるために
　　人権は人間である以上当然の権利と、社会の一員である以上当然の権利とからなる権　利です。人間の歴史的所産としての人権と、釈尊の覚りの内容である永遠の法（ダルマ）　の共通点と相違点について考えてみましょう。
　○侵害されている人権
　      幼児虐待
　      児童労働
　      家庭内暴力
　      セクハラ
　      人身売買と売春
　      被介護者虐待
　      人種差別
　○人権意識で人間を守らなければならなくなった背景
　　　産業構造の変化は社会構造の変容をもたらした。かつては、家族が、親族が、そし　　て教会や寺が、避難場所であり、癒しの場所であった。しかし、戦後の著しい産業構　　造の変化は、家も家庭も崩壊させ、親族社会と地域社会の保護力を決定的に弱体化さ　　せた。バラバラの家族、漂流する個々人のの時代がきたといっても過言ではない。伝　　統的な家社会・親族社会・地域社会を基盤としてきた日本の既成仏教教団もまたその　　基盤を慢性的にそして加速度的に失い、人々の心を支え守る力を失いつつある。
　　
　○人権ということ
　      王の権力・国家権力・教会の権力に対して、弱い立場にあった人民が団結して、
      正義として認めさせた権利である。
　      歴史とともに発展してきた概念である。フランスの人権宣言当初は、男だけ白人
　　　だけの権利と思われていたが、植民地の住民の人権主張、女性の人権主張を通して　　　性別や人種、国境を越えた正義として認められるようになってきた。
        人が人として尊重されねばならないという願いに裏付けられた正義。
　      真の人間性を回復しようという願いの具体化としての権利。
　      王法・仁義・世法と呼ばれてきたもの。但し、王が与える保証としではなく、市
　　　民が共に認め合う正義としての権利。人間として当然の権利、市民の一員として当　　　然の権利として、再確認されてきた歴史的所産。
　      日本の文化伝統の中でいえば、「一寸の虫にも五分のたましい」「世間の道理」
　　　「人情」と呼ばれてきたものに通ずる。
　※奴隷制と教会の容認が問われたことの歴史的意味
　○「王法を額にあて、仏法を内心にたくわえよ」という蓮如上人の言葉にそっていえば　　「信仰を異にする人達とも、人権尊重を共通項として信頼と連帯の関係を築き、自ら　　は弥陀の本願を究極のよりどころとして、念仏とともに生きる」ということになるの　　ではないか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇念仏の精神の世俗的表現
　　　　人権は、権力を持たないものの、道義をよりどころとした訴えによって確立され　　　てきた概念である。権力側に立つか、力ない民衆側に立つかが問われている。
　　　　これまで、「生かされて」「おかげさま」「報恩感謝」ばかりが強調されてきた　　　きらいがある。権力者側にとって好都合な体制順応、現状肯定的な表現である。し　　　かし、それは少なくとも蓮如上人時代、そして一向一揆によって今日の宗門の基盤　　　が形成された時代の思想とは全く異質なものである。キリスタン禁制のための寺請　　　け制度の下で、藩政の保護を受け、従順な領民を育成することを使命としてきた江　　　戸時代、そして皇国の忠良を養成するための教導職をもって任じた明治以降の国家　　　神道時代の思想であったといえよう。
　　　　これでは、苦難とどう向かい合うか、不当な圧政にどう抵抗するか、被差別者、　　　弱者の立場の人々とどう連帯するか、時代の諸問題にどう取り組んでいこうとする　　　のかは、全く視野にも入ってこない。余りにも、個人的、内面的、閉鎖的な念仏理　　　解であったといわなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題を問題ととらえ、自分の問題として受け止め、これに立ち向かおうとする勇　　　気と励ましを与えるのが浄土真宗であったはずである。
　　　　本願を信じて念仏を申し、浄土で仏に生まれて衆生の救い手になるという、浄土　　　真宗は、「人間性の開花結実」の道であり、「人間の尊厳の発揚」の道であるとも　　　いえよう。それは、いわば人権尊重ということと別ではないであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　
問いの⑬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浄土真宗を次の世代に広めるにはどうす
　ればよいのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔参考〕
　○　それまで細々と伝えられていた親鸞聖人の教えが一気に大きく広まったのは蓮如上　　人の時代。その理由として幾つかの要因が挙げられる。その一つは「お文」の効果で　　ある。文書伝道のもつ厳正さと集約性、朗読による大衆布教の効率性を兼ね備えた点　　が注目される。いわば伝達手段の均一化と効率化である。
　　　もう一つは正信偈和讃の勤行のもつ影響力である。大衆参加型の勤行形態は、門徒　　の家庭の中に生きた根をはる役目を果たした。いわば主体的参加意欲の喚起である。　　　第三の要因は、当時の社会構造の動向との対応性である。惣村の形成期、日本的家　　社会の草創期に、本寺・手継ぎ・末寺・道場という組織と、親族集団による指導体制　　は、最新最強の組織であったといえよう。
　○　今日の伝統的宗教基盤の慢性的崩壊は、産業構造の変化が社会構造の変容をもたら　　しているからに他ならない。かつては、真宗門徒のほとんどが、農民・職人・商人で　　あった。祖先伝来の家産・家業によって家をなし、家の精神支柱としての宗旨と仏壇　　を中心に暮らしてきたのである。家社会は、その連合体としての村（町）社会と、親　　族社会によって補強され、確固たる規範として人々の暮らしを規制してきた。
　　　しかし、戦後の著しい産業構造の変化は、家も家庭も崩壊させ、親族社会と地域社　　会の規制力を決定的に弱体化させた。バラバラの家族、漂流する個々人のの時代がき　　たといっても過言ではない。伝統的な家社会・親族社会・地域社会を基盤としてきた　　日本の既成仏教教団はその基盤を慢性的にそして加速度的に失いつつある。　　　　　　　「ご文章」朗読の力も、「正信偈」のお勤めのもつ影響力も、伝統の寺檀関係も、　　朝夕ばらばらの時刻に出勤し、帰宅する共同下宿的様相の家庭の中では機能しなくな　　っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　浄土真宗門徒の宗教生活は、日常生活とは別に、在家信者の修行という形であった　　のではなく、日々の暮らしなりわいと一体化して存在したところに特徴があった。し　　かしそれゆえにこそ産業構造の変化が与えた影響は深刻であったといえる。あらゆる　　宗教の信者で真宗門徒ほど、宗教生活・宗教行動・宗教実践を失ってしまった例は他　　にないのではないか。「真宗門徒は、坊さんを呼んで法要を努めてもらうことと、お　　寺にお金を出すこと以外、何もしていない。彼らは浄土真宗を何も知らない。浄土真　　宗は坊さんたちの宗教に過ぎない。だから私は浄土真宗と縁切れになった」と言った　　人がある。
　○　伝道方法さえ時代即応のものに変えれば、浄土真宗は広まるのか。
　　　宿命論的「業」理解と、真俗二諦論理によって、近・現代の真宗教学は内面化・個　　人化・観念化・思弁化が進み、社会性・行動性を失ってしまったようにみえる。人間　　性回復の教学（反戦・反差別）を再構築する努力の積み重ねが不可欠であろう。
　○　何はともかく、僧侶・門徒ともに、浄土真宗に出遇い、浄土真宗を受け継ぎ、浄土　　真宗門徒としての自己確認をする場がなくてはならない。我が家での朝夕のお勤め、　　村内で勤まる年幾度かのお講、寺の報恩講や祠堂経、我が家や親戚での法事があり、　　いろり端で、或いは手仕事を持ち寄りながら繰り返された信心談義など、かつて真宗　　門徒を育てた「場」がなくなってしまった今、どんな場作りをすればよいのか。それ　　こそが問題である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前項で述べた通り、それは既製品としての教義を伝達するだけの場であっては、存　　続さえ困難であろう。今日の新たにして多種多様な問題を背負う私たちに、南無阿弥　　陀仏は何を語りかけようとするのか、聞きなおす場でなくてはならない。新たな時代　　の僧侶、新たなタイプの門徒が育ち、新たな教学が、伝統の中から生い立たなければ　　ならないのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試みは既に始まっている。連研は試みの第一段階である。
　○　信心の有無は一旦不問にするとして、浄土真宗の門徒の基本であったのは何か。正　　信偈を称えることではなかったのか。それが全ての始まりではなかったのか。仲間を　　誘って一緒に正信念仏偈を読もう。正信偈の読める人を増やそう。それが念仏者を増　　やすことであり、信心の行者にともになろうという運動の出発点ではないか。
　迷いと覚り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○仏法は、生老病死・憂い・悲しみ・苦しみ・悩み・悶えをのりこえる道を求めるこ　　　とから見いだされた法。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○迷いとは、釈尊の覚りにおいて、苦悩を生み出す根源として発見されたもの。　　　　　・迷いは迷いを迷いと知らず。迷いを迷いと知るのは覚りの智慧。　　　　　　　　　　・迷いは無智・無明（愚痴）を本質とし、貪欲と瞋恚なってはたらき、苦悩を生み　　　　出す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・迷いとは自分が描いた過去にとらわれ、自分が描く未来に惑って、今を直視でき　　　　ない状態。
　　　・迷いとは自分を見失うこと。自分を裏切ること。　　　　　　　　　　　　　　　　　・迷いとは老病死のいのちを見失うことで、老病死の現実に踏み迷うこと。
　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○覚りとは、ありのままの事実（法・実相・真如）に目覚めること。　　　　　　　　　　・覚りは、今までのとらわれを知り、迷いを知り、無智を知る。
　　　・とらわれから解放されて真の智慧を得るために、出家・修行が尊ばれた。
　　　・凡夫の智慧、凡夫の言葉・凡夫の想念では表現しようも受け取りようもないもの　　　　が覚りの中身ある「法」
　　○迷いを離れえず、覚りに至れず、覚りを求めるための出家修行さえもできない故に　　　こそ、迷いと苦悩の中をもがきながら生き、死んでいくのが大多数の凡夫。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○迷いからは覚りを知り得ず。覚りからは迷いを手に取るように知る。
　　　・仏法は覚りの智慧から、迷いの世界への呼び覚ましのメッセージ。
　　　・安楽をもたらすため、光を掲げるため、よりどころを与えるため、勇気づけ励ま　　　　すため、覚れるものに起こる慈悲心の故に仏法は説かれた。
　　　・迷いの凡夫は、仏陀の覚りから出る教えを受け取るだけの智慧をもたない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○迷える者の愚痴に即しながら、しかも法の真実を知らしめる教えがなければ、仏陀　　　の慈悲は空しく孤立する。真如法性に順じながら、しかも凡夫の情に即した教えを　　　説いて、迷いの衆生を利益することこそ、仏陀の本懐と釈迦は説く。
　　　・覚りの世界から迷いの世界に届いた、メッセージこそが、浄土教・本願念仏の教 !                                                                              

